
被災跡地利用の検討　地区別進捗管理表

○土地利用方針図の見直し（実現化方策の策定）を行う地区
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１．これまでと現在の取組 

市・県では、浦浜・泊地区の早期復興に向けて各種復旧・復興事業に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．被災跡地の買取り 

市では、防災集団移転促進事業により一定の 

要件を満たす被災跡地の買取りを進めていま 

す。浦浜・泊地区における被災跡地の買取りは、 

次のように見込まれます。

■浦浜・泊地区における復旧・復興事業（位置等は｢被災跡地土地利用実現化方策｣参照） 

区 分 事 業 名 

総事業費

(千円) 

内   容 

図上 

番号 

完了年次 

（予定） 

事業 

主体 

小学校 

被災学校移転改築事

業（越喜来小学校） 

4,000,000 

高台を造成し、越喜来小学校の整

備を進めています。鉄筋コンクリ

ート及び鉄骨造一部木造２階建、

建築面積 3,662 ㎡ 

① 平成 28 年度 

生涯学

習課 

こども園 

越喜来地区認定こど

も園整備事業 

越喜来小学校の隣地に、幼稚園と

保育所の一体施設である認定こ

ども園の整備を進めています。木

造平屋建、建築面積 650㎡ 

② 平成 28 年度 

災害公営 

住宅整備 

災害公営住宅整備事

業（杉下団地） 

307,278 

災害公営住宅の整備を進めてい

ます。 

杉下団地：木造平屋建５棟９戸、

建築面積 810 ㎡ 

所通団地：鉄筋コンクリート造３

階建 20 戸、建築面積 526 ㎡ 

③ 平成 27 年度 

住宅公

園課 

災害公営住宅整備事

業（所通団地） 

642,820 ④ 平成 27 年度 

社会教育 

施  設 

社会教育施設復旧事

業（三陸公民館） 

891,540 

被災した三陸公民館を復旧しま

した。 

⑤ 平成 26 年度 

生涯学

習課 

高台移転 

(防集事業） 

防災集団移転促進事

業 

 

居住が適当でない区域内にある

住居の集団移転地の整備を進め

ました。 

 

 

市街地

整備課 

225,507 浦浜仲・西地区（10 区画） ⑥ 平成 26 年度 

199,501 浦浜東・甫嶺地区（９地区） ⑦ 平成 26 年度 

260,684 浦浜南地区（11 区画） ⑧ 平成 26 年度 

235,886 泊地区（13 区画） ⑨ 平成 25 年度 

道  路 

まちづくり連携道路

整備事業（一般県道崎

浜港線） 

700,000 

越喜来地区の幹線道路として、計

約 1.6km の区間を嵩上げし、２車

線道路として整備します。 

県道：延長=658ｍ、幅員=10.0ｍ 

主要地方道：延長=952m、幅員

=10.0ｍ 

⑩ 平成 27 年度 岩手県 

まちづくり連携道路

整備事業（主要地方道

大船渡綾里三陸線） 

900,000 ⑪ 平成 27 年度 岩手県 

道路新設事業 

（浦浜仲地区） 

146,446 

高台に建設する越喜来小学校へ

の接続道路の整備を進めていま

す。  延長=496ｍ、幅員=7.0ｍ 

⑫ 平成 27 年度 建設課 

 

■被災跡地の買取り（見込み） 

区 分 浦浜地区 泊地区 

被災跡地数 97 筆 25 筆 

被災跡地面積 37,108 ㎡ 12,341 ㎡ 

 

 

区 分 事 業 名 

総事業費

(千円) 

内   容 

図上 

番号 

完了年次 

（予定） 

事業 

主体 

防潮堤 

海岸保全施設復旧・整

備事業（越喜来地区海

岸） 

5,210,000 

被災した防潮堤の整備を進めて

います。(T.P.+11.5m) 

⑬ 平成 27 年度 岩手県 

水産用地

等の整備 

漁業集落防災機能強

化事業（嵩上げ） 

489,200 

集落の防災機能の強化を図り、

安全な住宅地を確保するため、

土地の嵩上げを進めます。 

嵩上げ面積 27,000 ㎡ 

⑭ 平成 28 年度 

水産課 

漁業集落防災機能強

化事業（浦浜地区） 

46,100 

土地の有効活用を図るための水

産施設用地の嵩上げや道路改良

を進めます。水産施設用地4,380

㎡、集落道：延長=200ｍ、幅員

=6.0ｍ 

⑮ 平成 28 年度 

漁業集落防災機能強

化事業（泊地区） 

41,100 

土地の有効活用を図るための水

産施設用地の嵩上げや道路改良

を進めます。水産施設用地4,230

㎡、集落道：延長=200ｍ、幅員

=5.0ｍ 

⑯ 平成 28 年度 

漁港の 

復 旧 

漁港関係施設等災害

復旧事業（越喜来漁

港） 

4,059,000 

被災した越喜来漁港の防波堤や

岸壁、防潮堤等の整備を進めて

います。 

⑰ 平成 27 年度 岩手県 

漁港施設機能強化事

業等（泊漁港） 

95,731 

地盤沈下した泊漁港用地の嵩上

げ等を進めています。 

嵩上げ面積 5,000 ㎡ 

⑱ 平成 27 年度 水産課 

農地の 

復 旧 

農地等の利用 

（農地復旧事業） 

26,100 

被災した農地の復旧を進めてい

ます。(一部復旧済) 

⑲ 平成 27 年度 岩手県 

※T.P.(東京湾平均海面)とは全国の標高の基準となる海水面の高さのこと。海岸施設の高さは基準海面からの高さで表されます。 

浦浜・泊地区の復興まちづくりと被災跡地利用について 
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３．被災跡地(買取地)利用の取組 

浦浜・泊地区の被災跡地(買取地)の利用にあたっては、地域と市が協働で次のように取り組ん

でいきます。 

 

①買取地を活用した公共事業の推進 

防災集団移転促進事業で買い取った土地を活用した復旧・復興事業を推進していきます。 

  浦浜・泊地区で計画している漁業集落防災機能強化事業の水産施設用地として、買取地を活用

することを検討していきます。 

②多目的広場の整備 

越喜来小学校跡地(公共用地)と周辺の買取地を一体的に利用した多目的広場の整備を検討して

いきます。 

広場の管理方法や組織・仕組みづくり等について、引き続き地域と検討を進めていきます。 

③公共施設周辺の防災機能の強化 

浦浜川左岸(三陸公民館西側)の安全性を高めるため、道路等の嵩上げについて検討し、関係機

関と協議していきます。 

④観光ルートの整備 

三陸駅から浦浜川を渡り三陸大王杉に至るまでの一連のルートを観光ルートとして位置付け、

その整備内容を地域と市が協働で検討していきます。 

また、浦浜川橋の整備について検討し、関係機関と協議していきます。 

⑤買取地を活用するためのルールづくり 

原っぱやポプラの樹広場等の用地は、地域の要望に応じて積極的かつ柔軟に市有地を活用でき

るよう、その利用に関するルールづくりを進めます。 

  また、広場や県道法面への植樹等、公共空間の管理を積極的に進めていくという地域の意向を

踏まえ、円滑な活動を支える仕組みづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■浦浜・泊地区における検討中の取組（位置等は｢被災跡地土地利用実現化方策｣参照） 

区  分 取組項目 取組の概要 

図上 

番号 

復旧・復興事業

として 

  

事業主体 

市 

浦浜川沿いの市道嵩上げ

整備 

平田橋付近から越喜来中学校方面へと通じる市道

等の嵩上げを検討します。 

○Ａ  

浦浜川橋の復旧と市道改

良整備 

浦浜川橋の復旧と主要地方道から県道へ通じる区

間の道路改良を検討します。 

○Ｂ  

地元管理による多目的広

場(緑地)の整備 

越喜来小学校跡地周辺について、跡地を一体的

に活用した多目的広場の整備を検討します。 

○Ｃ  

住 民 主 体 の 取

組として 

 

事業主体 

地域 

雄滝・雌滝の遊歩道づくり 

泊地区の防災集団移転住宅団地から雄滝・雌滝へ

と通じる遊歩道づくりを進めます。 

○Ｄ  

三陸駅～ポプラの樹広場

～三陸大王杉の観光ルー

トづくり 

まちづくりの軸として、三陸駅～ポプラの樹広場～

三陸大王杉に至る観光ルートづくりを進めます。 

○Ｅ  

四阿（あずまや）の設置 

防潮堤南側の主要地方道沿いの土地に四阿（あず

まや）を設置します。 

○Ｆ  

商店街整備 

さんりくの園跡地へ本設店舗を建設し、商店街整備

を進めます。 

○Ｇ  

原っぱの整備 

浦浜川橋から県道に至るルートの北側部分は、原

っぱとして活用していきます。 

○Ｈ  

ポプラの樹広場の整備 

ど根性ポプラ周辺の土地を利用し、広場を整備しま

す。 

○Ｉ  

結いの道 

海側・山側に分断された泊地区の集落を結ぶ道と

して、歩道の手直しを進めます。 

○Ｊ  

結っ小屋 

結いの道沿いに地域住民が集える小さなまちの拠

点施設を整備します。 

○Ｋ  
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１．これまでと現在の取組 

市・県では、甫嶺地区の早期復興に向けて各種復旧・復興事業に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．被災跡地の買取り 

市では、防災集団移転促進事業により一定の要件を満たす被災跡地の買取りを進めていま 

す。甫嶺地区における被災跡地の買取りは、次のように見込まれます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３．被災跡地（買取地）利用の取組 

甫嶺地区の被災跡地(買取地)の利用にあたっては、地域と市が協働で次のように取り組んでい

きます。 

①地域再生を支える仕組みづくり 

地域の要望が強い植樹や耕作等の取組を支える組織・仕組みづくり等について、地域と検討を

進め、支援していきます。 

②越喜来小学校の有効活用 

移転後の越喜来小学校(校舎・グラウンド・体育館)について、その利用方法を地域と検討して

いきます。 

③安全・安心な暮らしのための基盤整備 

災害時の避難ルート確保や孤立解消に向けた道路整備について検討し、関係機関と協議してい

きます。 

④買取地を活用するためのルールづくり 

蕎麦の栽培やビオトープづくり等の用地は、地域の要望に応じて積極的かつ柔軟に市有地を活

用できるよう、その利用に関するルールづくりを進めます。 

  また、公共空間の管理を積極的に進めていくという地域の意向を踏まえ、円滑な活動を支える

仕組みづくりを進めます。 

■甫嶺地区における検討中の取組（位置等は｢被災跡地土地利用実現化方策｣参照） 

区 分 取組項目 取組の概要 

図上 

番号 

復旧・復興事

業として 

 

 事業主体 

市 

市道の新設 

浸水想定区域を通らずに集落間を行き来でき

る、山側への市道の新設について検討します。 

○Ａ  

住民協働による拠点の

検討・運営 

移転により使用されなくなる越喜来小学校の

校舎等の利活用について検討します。 

○Ｂ  

農業的土地利用への誘

導(先行誘導地) 

農業のための土地利用形態へ誘導していくこ

とを検討します。 

○Ｃ  

避難道の整備 

鬼沢漁港と主要地方道を結ぶ避難路の新設に

ついて検討します。 

○Ｄ  

住民主体の取

組として 

 

事業主体 

地域 

地元住民・三陸鉄道との

協働による植樹帯の整

備 

甫嶺駅前へ植樹帯の整備を進めます。 ○Ｅ  

蕎麦栽培 

甫嶺駅の海側において、地域による蕎麦の共同

栽培を行います。 

○Ｆ  

ビオトープ 

甫嶺駅の海側一帯を甫嶺川等の自然資源を活

用した体験ができる場所とします。 

○Ｇ  

見晴台 

防潮堤背後の矢作川河口付近に見晴台を設置

します。 

○Ｈ  

シーカヤック活動拠点 

鬼沢漁港の南側は自然資源を活用したシーカ

ヤック体験を行う場所とします。 

○Ｉ  

■甫嶺地区における復旧・復興事業（位置等は｢被災跡地土地利用実現化方策｣参照） 

区 分 事 業 名 

総事業費 

(千円) 

内   容 

図上 

番号 

完了年次 

（予定） 

事業 

主体 

防潮堤 

海岸保全施設復旧・整

備事業(下甫嶺地先海

岸) 

2,784,000 

被災した防潮堤の整備を進めて

います。(T.P.+11.5m) 

① 平成 27 年度 岩手県 

漁港の 

復 旧 

漁港施設機能強化事

業等（鬼沢漁港） 

70,093 

地盤沈下した鬼沢漁港用地の嵩

上げ等を進めました。 

嵩上げ面積 4,000 ㎡ 

② 平成 26 年度 水産課 

防 災 

消防屯所新築事業 25,435 

被災した消防団の屯所(11 分団 1

部)の整備を進めています。 

木造 2階建、建築面積 84 ㎡ 

③ 平成 27 年度 消防署 

甫嶺地域防災コミュ

ニティセンター整備

事業 

109,476 

防災拠点となる避難所機能を備

えた地域防災コミュニティセン

ターの整備を進めています。 

木造平屋建、建築面積 258 ㎡ 

④ 平成 27 年度 農林課 

※T.P.(東京湾平均海面)とは全国の標高の基準となる海水面の高さのこと。海岸施設の高さは基準海面からの高さで表さ 

れます。 

 

■被災跡地の買取り（見込み） 

区  分 甫嶺地区 

被災跡地数 17 筆 

被災跡地面積 7,270 ㎡ 

 

甫嶺地区の復興まちづくりと被災跡地利用について 
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１．これまでと現在の取組 

市・県では、崎浜地区の早期復興に向けて各種復旧・復興事業に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．被災跡地の買取り 

市では、防災集団移転促進事業により一定の要件を満たす被災跡地の買取りを進めていま 

す。崎浜地区における被災跡地の買取りは、次のように見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

３．被災跡地（買取地）利用の取組 

崎浜地区の被災跡地(買取地)の利用にあたっては、地域と市が協働で次のように取り組んでい

きます。 

①買取地を活用した漁業集落事業の推進 

防災集団移転促進事業で買い取った土地を活用した漁業集落事業を推進していきます。 

本事業により、生産性の高い良好な水産施設用地の整備に加え、汚水排水施設や集落道の整備

を行い、暮らしやすい漁村づくりを進めます。 

②コミュニティ広場の整備 

防災集団移転促進事業で買い取った土地の集約を図り、漁業集落事業の水産施設用地と連続し

たかたちでコミュニティ広場を整備し、一体的に利用することを検討していきます。 

広場の管理方法や組織・仕組みづくり等について、引き続き地域と検討を進めていきます。 

③安全・安心な生活環境整備 

漁業集落事業による排水管整備に併せて、低地からの避難道となる安全な道路への改良を推進

していきます。 

消防屯所の復旧は、旧崎浜小学校の応急仮設住宅の集約状況に合わせて、検討を進めていきま

す。 

④買取地を活用するためのルールづくり 

地域の要望に応じて積極的かつ柔軟に市有地を活用できるよう、その利用に関するルールづく

りを進めます。 

 

崎浜地区の復興まちづくりと被災跡地利用について 

■崎浜地区における復旧・復興事業（位置等は「被災跡地土地利用実現化方策」参照） 

区 分 事 業 名 

総事業費 

(千円) 

内   容 

図上 

番号 

完了年次 

（予定） 

事業 

主体 

災害公営 

住宅整備 

災害公営住宅整備事

業（崎浜団地） 

416,597 

災害公営住宅の整備を進めてい

ます。木造平屋建４棟８戸、建築

面積 646 ㎡ 

① 平成 27 年度 

住宅公

園課 

高台移転 

（防集事業） 

防災集団移転促進事

業（崎浜地区） 

481,650 

居住が適当でない区域内にある

住居の集団移転地の整備を進め

ました。(21 区画) 

② 平成 27 年度 

市街地

整備課 

漁港の 

復 旧 

漁港関係施設等災害

復旧事業（崎浜漁港） 

4,946,847 

被災した崎浜漁港の防波堤や岸

壁、防潮堤等の整備を進めていま

す。 

③ 平成 27 年度 

岩手県 

漁港関係施設等災害

復旧事業に併せた市

道小壁線の拡幅 

25,000 

漁港関係施設等災害復旧事業に

併せ、道路の拡幅を進めます。 

延長=313ｍ、幅員=7.0ｍ 

④ 平成 27 年度 

水産用地 

等の整備 

漁業集落事業 

漁業集落防災機能 

強化事業 

漁業集落環境整備

事業 

372,900 

〔水産施設用地〕 

土地の有効活用を図るため、水産

施設用地の嵩上げ等を進めます。 

嵩上げ面積 10,000 ㎡ 

⑤ 

～

 

⑧ 

平成 28 年度 

水産課 

〔集落道〕 

低地からの避難機能と日常的な

利便性の向上を図る道路整備を

進めます。集落道：延長=約 4,400

ｍ、幅員=4.0～6.0ｍ 

平成 30 年度 

〔排水処理場・排水管〕 

汚水処理を行うための排水処理

場と排水管の整備を進めます。 

汚水処理場 1箇所 

平成 30 年度 

 

■崎浜地区における検討中の取組（位置等は｢被災跡地土地利用実現化方策｣参照） 

区 分 

取組項目 取組の概要 

図上 

番号 

復旧・復興事業

として 

事業主体 

市 

コミュニティ広場の整備 

漁業集落事業の水産施設用地と連続性のある

コミュニティ広場の整備を検討します。 

○Ａ  

消防屯所の整備 

応急仮設住宅が建設されている旧崎浜小学校

校庭へ消防屯所の建設を検討します。 

○Ｂ  

住民主体の取組

として 

事業主体 

地域 

コミュニティ広場の維持

管理 

地域住民が主体となったコミュニティ広場の

維持管理の方法や仕組みづくりの検討を進め

ます。 

○Ｃ  

浜らいんの運営 地域で浜らいんの運営に取り組みます。 ○Ｄ  

 

■被災跡地の買取り(見込み) 

区 分 崎浜地区 

被災跡地数 35 筆 

被災跡地面積 9,003 ㎡ 
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１．これまでと現在の取組 

市・県では、綾里地区の早期復興に向けて各種復旧・復興事業に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．被災跡地の買取り 

市では、防災集団移転促進事業により一定 

の要件を満たす被災跡地の買取りを進めてい 

ます。綾里地区における被災跡地の買取りは、 

次のように見込まれます。 

３．被災跡地（買取地）利用の取組 

綾里地区の被災跡地(買取地)の利用にあたっては、地域と市が協働で次のように取り組んでい

きます。 

①買取地を活用した公共事業の推進 

防災集団移転促進事業で買い取った土地を活用した復旧・復興事業を推進していきます。 

綾里地区で計画している漁業集落防災機能強化事業の水産施設用地として、買取地を活用して

いきます。 

②緑化広場の整備 

買取地を一体的に利用した緑化広場の整備を検討していきます。 

広場の管理方法や組織・仕組みづくり等について、引き続き地域と検討を進めていきます。 

③道路の改良 

地域の意見を踏まえながら、低地からの避難機能と日常的な利便性の向上を図る道路整備を検

討していきます。 

④買取地を活用するためのルールづくり 

緑化広場の用地のほか、地域の要望に応じて積極的かつ柔軟に市有地を活用できるよう、その

利用に関するルールづくりを進めます。また、緑化広場への植樹等、公共空間の管理を積極的に

進めていくという地域の意向を踏まえ、円滑な活動を支える仕組みづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■綾里地区における復旧・復興事業（位置等は｢被災跡地土地利用実現化方策 」参照） 

区 分 事 業 名 

総事業費 

(千円) 

内   容 

図上 

番号 

完了年次 

（予定） 

事業 

主体 

こども園 

綾里地区認定こども

園整備事業 

268,683 

幼稚園と保育所の一体施設であ

る認定こども園の整備を進めま

した。木造平屋建、建築面積 785

㎡ 

① 平成 25 年度 

生涯学

習課 

災害公営 

住宅整備 

災害公営住宅整備事

業(綾里団地） 

709,925 

災害公営住宅の整備を進めまし

た。鉄筋コンクリート造３階建

30 戸、建築面積 959 ㎡ 

② 平成 26 年度 

住宅公

園課 

高台移転 

（防集事業） 

防災集団移転促進事

業 

 

居住が適当でない区域内にある

住居の集団移転地の整備を進め

ました。 

  

市街地

整備課 

257,326 田浜地区（12 区画） ③ 平成 26 年度 

388,879 港・岩崎地区（23 区画） ④ 平成 26 年度 

防 災 

消防庁舎復旧事業（綾

里分遣所） 

145,502 

被災した三陸分署綾里分遣所本

庁舎の整備を進めます。鉄筋コン

クリート造２階建、建築面積 238

㎡ 

⑤ 平成 27 年度 

消防組

合 

田浜地域防災コミュ

ニティセンター整備

事業 

44,644 

防災拠点となる避難所機能を備

えた地域防災コミュニティセン

ターの整備を進めています。木造

平屋建、建築面積 130 ㎡ 

⑥ 平成 27 年度 水産課 

社会教育 

施  設 

公立社会教育施設復旧

事業(三陸総合運動公

園グラウンド) 

94,932 

地盤沈下等の被害を受けた三陸

総合運動公園グラウンドを復旧

しました。 

⑦ 平成 26 年度 

生涯学

習課 

道 路 

道路改良事業(田浜地

区) 

66,195 

防災集団移転促進事業の高台移

転に伴う道路改良整備を進めま

した。延長=180ｍ、幅員=6.0ｍ 

⑧ 平成 26 年度 建設課 

水産用地 

等の整備 

漁業集落防災機能強

化事業(港地区) 

203,600 

土地の有効活用を図るための水

産施設用地の嵩上げや道路改良、

避難路の整備を進めます。水産施

設用地 14,250 ㎡、集落道：延長

=260ｍ、幅員=6.0ｍ、石浜避難

路：延長=130ｍ、幅員=2.0ｍ 

⑨ 平成 28 年度 

水産課 

漁業集落防災機能強

化事業(田浜地区） 

土地の有効活用を図るため、水産

施設用地の嵩上げを進めます。 

水産施設用地 3,000 ㎡ 

⑩ 平成 28 年度 

漁港の 

復 旧 

漁港関係施設等災害

復旧事業（綾里漁港） 

7,830,700 

被災した綾里漁港の防波堤や岸

壁、防潮堤等の整備を進めていま

す。 

⑪ 平成 29 年度 岩手県 

 

綾里地区の復興まちづくりと被災跡地利用について 
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■被災跡地の買取り(見込み) 

区 分 綾里地区 

被災跡地数 50 筆 

被災跡地面積 14,744 ㎡ 

■綾里地区における検討中の取組（位置等は｢被災跡地土地利用実現化方策｣参照） 

区 分 
取組項目 取組の概要 

図上 

番号 

復旧・復興事業 

として 

 

事業主体 

市 

緑化広場の整備 

綾里漁港の北側に跡地を一体的に活用した緑

化広場の整備を検討します。 

○Ａ  

市道開墾線の整備 

幅員の狭い箇所の解消に向け、道路の改良整

備について検討します。 

○Ｂ  

市道港黒土田線の整備 

道路の嵩上げ等の改良整備について検討しま

す。 

○Ｃ  

市道石浜線・石浜海岸

線の整備 

地域の利用状況を踏まえた道路の改良整備に

ついて検討します。 

○Ｄ  

市道港田浜線・港上傾

斜線の整備 

低地からの避難機能と日常的な利便性の向上

を図る道路整備を検討します。 

○Ｅ  

住民主体の取組

として 

事業主体 

地域 

緑化広場の維持管理 

地域住民が主体となった緑化広場の維持管理

の方法や仕組みづくりの検討を進めます。 

○Ｆ  
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